



















































































東京都では 1946（昭和 21）年 9月 7日に設置された東京都教育刷新委員会にくわえ，1947（昭和
22）年 11月 11日には，東京都新制高等学校準備委員会を設置した。この準備委員会では，1948（昭






























し，男子 88名が入学した（18）。小石川高等学校では編入試験志願者は男子 174名，女子 12名のうち，
合格者は男子 83名で，女子は全員合格となった（19）。戸山高等学校では新一年生に 3名，2年生に 2

































































第 1学区 日比谷 府立第一中学校 300 100
第 1学区 九段 第一東京市立中学校 250 100
第 1学区 小山台 府立第八中学校 300 100
第 1学区 大森 府立第二十三中学校 200 100
第 2学区 戸山 府立第四中学校 300 100
第 2学区 新宿 府立第六中学校 300 100
第 2学区 都立大学附属 府立高等学校 尋常科 100 50
第 2学区 千歳 府立千歳中学校 250 50
第 2学区 明正 東京市立青年学校 100 50
第 2学区 広尾 ＊ 1950（昭和 25）年新設 150 100
第 2学区 青山 府立第十五中学校 200 100
第 3学区 武蔵丘 府立第二十一中学校 200 100
第 3学区 西 府立第十中学校 300 100
第 3学区 豊多摩 府立豊多摩中学校 200 100
第 3学区 石神井 府立石神井中学校 250 100
第 3学区 大泉 府立大泉中学校 250 100
第 4学区 文京 第三東京市立中学校 185 65
第 4学区 小石川 府立第五中学校 300 100
第 4学区 北園 府立第九中学校 300 100
第 5学区 上野 第二東京市立中学校 250 50
第 5学区 江北 府立江北中学校 300 100
第 6学区 両国 府立第三中学校 300 100
第 6学区 墨田川 府立第七中学校 230 70
第 6学区 江戸川 府立江戸川中学校 200 50
第 7 ～ 9
学区
国立 府立国立中学校 200 100
第 7 ～ 9
学区
















第 1学区 赤坂 東京市赤坂商業学校 30 70
第 1学区 三田 府立第六高等女学校 100 250
第 1学区 大崎 東京市立品川高等実践女学校 50 150
第 1学区 八潮 府立第八高等女学校 100 300
第 1学区 雪谷 東京市立大森高等家政女学校 150 200
第 2学区 赤城台 府立第二十高等女学校 50 200
第 2学区 駒場 府立第三高等女学校 100 200
第 2学区 目黒 東京市立目黒高等女学校 150 200
第 2学区 桜町 府立桜町高等女学校 150 250
第 3学区 富士 府立第五高等女学校 100 150
第 3学区 鷺宮 府立高等家政女学校 100 250
第 3学区 荻窪 東京市杉並高等家政女学校 100 150
第 3学区 井草 府立井草高等女学校 100 150
第 4学区 竹早 府立第二高等女学校 50 150
第 4学区 向丘 東京市京橋高等家政女学校 50 150
第 4学区 豊島 府立第十高等女学校 100 300
第 4学区 城北 府立城北高等女学校 100 150
第 4学区 北野 府立北野高等女学校 150 250
第 5学区 竹台 第四東京市立高等女学校 100 200
第 5学区 京橋 東京市京橋高等家政女学校 50 100
第 5学区 白鷗 府立第一高等女学校 150 250
第 5学区 忍岡 東京市立忍岡高等女学校 100 150
第 6学区 本所 東京市本所高等実践女学校 100 150
第 6学区 深川 第一東京市立高等女学校 80 170
第 6学区 小松川 府立第七高等女学校 125 325
第 7～ 9学区 南多摩 府立第四高等女学校 150 200
第 7～ 9学区 富士森 八王子市立高等女学校 50 150
第 7～ 9学区 神代 府立神代高等女学校 75 125
第 7～ 9学区 武蔵 府立武蔵高等女学校 100 200
第 7～ 9学区 多摩 府立第九高等女学校 100 150

















第 1学区 城南 府立第二十二中学校 150 150 　
第 2学区 市ヶ谷 東京市牛込第一女子商業学校 25 25 ＊商業併置
第 2学区 千歳丘 府立千歳高等女学校 125 125 　
第 4学区 板橋 東京市立高等家政女学校 75 75 　
第 5学区 日本橋 府立葛飾中学校 100 100 　





第 5学区 上野忍岡 東京市立忍岡女子商業学校 75 75 ＊商業・家庭併置
第 5学区 足立 東京市立足立高等家政女学校 50 50 　
第 6学区 向島 東京市立向島女子商業学校 25 25 ＊商業併置
第 6学区 葛飾野 府立葛飾中学校 100 100 　
第 6学区 南葛飾 府立葛飾高等女学校 100 100 　
第 7～ 9学区 町田 財団法人町田高等女学校 75 75 ＊家庭併置
第 7～ 9学区 小金井 府立機械工業学校 50 50 ＊工業併置
kytj 五日市 ＊ 1948（昭和 23）年新設 50 50 　
第 7～ 9学区 三鷹 ＊ 1948（昭和 23）年新設 25 25 　
第 10学区 大島 大島 6ヶ村組合立大島農林学校＊ 1944（昭和 19）年新設 25 25 ＊農業・水産併置










1年 22.2  9.5 31.0 21.2 12.4 3.7
2年 30.8 11.2 29.1 17.6  7.8 3.5
3年 31.5 12.1 28.9 20.3  4.8 3.7
女子
1年 45.7 17.0 21.3  7.7  6.3 2.0
2年 40.2 21.9 17.7  8.7  7.8 3.7
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